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精
神
疾
患
に
よ
る
教
職
員
の
休
職
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
一
年
度
中
に
全
国
の
公
立
小
中
学
校
、
高
校
な
ど
の
教
職
員
の
う
ち
、
う
つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
を
理
由
に
休
職

し
た
人
数
が
過
去
最
多
の
五
千
四
百
五
十
八
人
と
な
っ
た
こ
と
が
文
部
科
学
省
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
。
前
年
度
か
ら
五
十
八
人

増
え
、
増
加
は
十
七
年
連
続
と
な
る
。
ま
た
病
気
休
職
全
体
に
占
め
る
割
合
も
六
十
三
�
三
％
と
過
去
最
高
と
な
っ
た
。

そ
の
原
因
に
つ
い
て
文
部
科
学
省
は
、
長
時
間
勤
務
、
生
徒
指
導
の
複
雑
化
、
保
護
者
の
要
望
の
多
様
化
な
ど
様
々
な
要
因

が
重
な
り
教
職
員
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
。

増
加
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
現
状
に
対
し
て
、
実
態
調
査
を
踏
ま
え
た
精
神
疾
患
の
原
因
解
明
と
そ
の
対
策
の
実
施
に
よ

る
早
期
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

私
立
の
小
中
学
校
、
高
校
、
中
等
教
育
学
校
、
特
別
支
援
学
校
の
病
気
休
職
者
数
及
び
精
神
疾
患
に
よ
る
休
職
者
数
に
つ

い
て
、
政
府
の
把
握
す
る
数
値
を
示
さ
れ
た
い
。

二

教
職
員
総
数
全
体
の
う
ち
精
神
疾
患
で
の
休
職
者
数
の
割
合
は
〇
�
六
％
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
公
務
員
全
体
の
同
割
合
、

民
間
企
業
の
同
割
合
と
比
較
す
る
と
、
高
水
準
に
な
る
の
か
、
政
府
の
認
識
を
示
さ
れ
た
い
。

一



三

教
職
員
の
時
間
外
勤
務
の
実
態
に
つ
い
て
、
認
識
す
る
数
値
を
示
さ
れ
た
い
。

四

文
部
科
学
省
分
析
の
精
神
疾
患
の
原
因
以
外
に
も
、
モ
ン
ス
タ
ー
ペ
ア
レ
ン
ト
へ
の
対
応
な
ど
も
大
き
な
負
担
と
な
り
、

教
職
員
の
精
神
疾
患
の
一
因
と
し
て
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
が
、
そ
の
関
連
性
と
対
応
策
に
つ
い
て
政
府
の
見

解
を
示
さ
れ
た
い
。

五

平
成
二
十
一
年
度
の
公
立
の
小
中
学
校
、
高
校
な
ど
で
、
新
人
教
職
員
が
一
年
以
内
に
依
願
退
職
し
た
人
数
が
三
百
二
人

に
上
り
、
こ
の
中
の
八
十
三
人
が
精
神
疾
患
を
理
由
に
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
教
職
員
自
身
に
も
、
適
応
力
や
資
質
、
力
量
に
問
題
が
あ
り
、
採
用
の
段
階
か
ら
見
直
す
こ
と
も

必
要
だ
と
言
っ
た
指
摘
も
あ
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

六

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
で
教
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
ケ
ア
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
早
期
の
予
防
、
発
見
、
治
療
に
効
果

を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、
職
場
で
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
環
境
は
充
分
で
あ
る
の
か
、
認
識
を
示
さ
れ
た
い
。

関
連
し
て
精
神
疾
患
に
よ
り
休
職
し
た
教
職
員
の
復
職
支
援
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
策
が
効
果
を
あ
げ
て
い
る

か
。
ま
た
、
休
職
者
の
う
ち
何
割
程
度
が
復
職
し
て
い
る
の
か
示
さ
れ
た
い
。

七

こ
の
ま
ま
の
状
況
が
続
け
ば
、
教
職
員
に
人
材
が
集
ま
ら
な
く
な
る
危
険
性
も
否
定
で
き
な
い
。

二



教
職
員
の
増
加
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
充
実
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
に
よ
る
校
務
の
効
率
化
な
ど
対
策
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る

が
、
今
後
、
抜
本
的
な
解
決
策
と
し
て
何
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


